
４．2の欄に記載した額が計画に記載した見込み額と異なる場合、その概要及び理由　

【公益目的支出計画の状況】

　

翌事業年度

計画 実績 計画 実績 計画

公 益 目 的 財 産 額 76,876,252 円 76,876,252 円 76,876,252 円 76,876,252 円 76,876,252 円

公益目的収支差額 30,692,223 円 26,509,361 円 34,102,470 円 30,460,354 円 37,512,717 円

公益目的支出の額 5,386,247 円 4,937,855 円 5,386,247 円 6,835,013 円 5,386,247 円

実施事業収入の額 1,976,000 円 2,884,020 円 1,976,000 円 2,884,020 円 1,976,000 円

公益目的財産残額 46,184,029 円 50,366,891 円 42,773,782 円 46,415,898 円 39,363,535 円
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完 了 予 定 事 業 年 度 の 末 日  (2)(1)より早まる見込みの場合

前事業年度 当該事業年度

３．当該事業年度末日の公益目的財産残額 46,415,898 円

　令和4年度は、産業安全衛生大会を新型コロナウイルス感染防止対策を実施しながら、3年ぶり
に白河地区で開催した。
　収入の額（基準紙の購読料のみ）については、前年度と同額であり、支出の額は、大会開催が
実現したことにより、前年度を約190万円上回った。その結果、今年度の収支差額は395万円と
なり、計画を54万円上回った。
　大会が2年間実施できなかったため、公益目的財産残額は前年度まで計画と開きつつあった
が、上記の通り今年度で54万円挽回した。しかし、今年度末現在、公益目的財産残額は、約364
万円未達となっており、実施計画の変更については、次年度以降、必要かどうかを判断したい。

公 益 目 的 支 出 計 画 の  (1)計画上の完了見込み 令和18年3月31日

　（１）前事業年度末日の公益目的収支差額 26,509,361 円

　（２）当該事業年度の公益目的支出の額 6,835,013 円

　（３）当該事業年度の実施事業収入の額 2,884,020 円

公益目的支出計画実施報告書

【令和4年度（令和4年4月1日から令和5年3月31日まで）の概要】

１．公益目的財産額 76,876,252 円

２．当該事業年度の公益目的収支差額　（（1）+（2）-（3）） 30,460,354 円
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令和 4 年度公益目的支出計画 

実施報告書に関する監査報告書 

 

 

 

  一般社団法人福島県労働基準協会 

     会 長  唐橋 幸市郎 殿 

 

 

 令和 4 年 4 月 1 日から令和 5 年 3 月 31 日までの公益目的支出計画実施報告

書に関して、以下のとおり報告致します。 

 

１．監査の方法及びその内容 

 私たちは、法人事業所において、理事及び使用人等からその職務の執行状況

について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、

公益目的支出計画の実施の状況を調査致しました。以上の方法に基づき、当該

事業年度に係る公益目的支出計画実施報告書について検討いたしました。 

  

２．監査の結果 

 公益目的支出計画実施報告書は、法令及び定款に従い法人の公益目的支出計

画の実施の状況を正しく示しているものと認めます。 

 

 

     令和 5 年 5 月 15 日 

             一般社団法人福島県労働基準協会 

 

              監 事    神 田  雅 彦   ㊞ 

 

              監 事    平 子  作 麿   ㊞ 
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